
各⾼校の取組みや学科‧コース等の特⾊化をすすめ、
受験⽣の主体的な学校選択を実現します。

原則として、調査書 と ⾯接の評価 をもとに、総合判定により⾏います。

定時制の課程
通信制の課程

「学びたい意欲」と「得意」を活かす⼊試を実施します。

l 「学⼒検査」や「調査書評定」より「⾯接」の評価を重視

意欲を重視

l 受験教科は 国語‧数学‧英語の３教科

意欲に関する評価
（⾯接）

学びに関する評価
（学⼒検査＋調査書評定）＞

得意を活かす

l 中学校在学時に得意であった教科を⾼く評価。調査書評定
のうち、評定の⾼い３教科は２倍して算出。

⼀般選抜（全⽇制の課程）において、当該⾼校を第１志望とする志願者
数が募集⼈員に満たない場合に、第２志望とした志願者から合格者を決
定します。

第２志望校への出願締切は、第１志望校の出願締切よりも後
に設定します。

複数の学科を設置している⾼校では、第２志望学科まで志願
することができます。

エンパワメントスクール‧ステップスクールを含む全⽇制の
課程が対象です。

第１志望校で受験した学⼒検査（国語、数学、英語）の共通問
題の点数 と 調査書の評定 を活⽤して合格者を決定します。

第２志望校を志願することによる新たな検査はありません。

合格発表時に、合格した⾼校‧学科等を発表します。

出願

合格者の決定

合格者の決定

受験

合格者の決定❶

合格者の決定❷

出願

第１志望校による

第２志望校で、志願者数が
募集⼈員に満たない場合

学⼒検査

学校特⾊枠（対象者のみ）

２‧３を参照

学⼒検査（⼀部）＋ 調査書

第１志望校のみ 第１＋第２志望校

第１志望校による

合格 不合格 合格 不合格

合格 不合格

第２志望校による

4

ステップスクールエンパワメントスクール

STEP 1

STEP 2
STEP 1による合格者を除いたすべ
ての受験者を対象に、総合点順に
募集⼈員を満たすよう合格者を決
定します。

意欲を
評価

総
合
点
順 総合点で

評価

⾯接とエントリーシートの評価を
資料として、アドミッションポリ
シー（求める⽣徒像）に合致する
者から順に募集⼈員の50％を上限
に合格者を決定します。

（全⽇制の課程 エンパワメントスクール‧ステップスクール）⼀般選抜

⼀般選抜 、⼆次選抜

第２志望校への出願機会

「学びたい意欲」を重視した⼊試を実施します。

l 「⾯接」の評価を重視
l 受験教科は 国語‧数学‧英語の ３教科

意欲に関する評価と学びに関する評価を組み合わせてグループ
（群）に分け、グループごとに合格者を決定します。

問合せ先 ⼤阪府教育庁 教育振興室 ⾼等学校課
〒540-8571 ⼤阪府⼤阪市中央区⼤⼿前２丁⽬
TEL 06-6944-6887

⼤阪府の
公⽴⾼校⼊試が変わります

令和10(2028)年度⼊試から

令和７年10⽉

⼤阪府教育委員会

学校特⾊枠
の導⼊

⼀般選抜（全⽇制の課程）において、各⾼校の取組みや学科‧

コース等の特⾊に適う⽣徒を各⾼校独⾃の⼊試⽅法により
優先的に合格にします。

第２志望校
への出願機会

⼀般選抜（全⽇制の課程）において、公⽴第１志望校に加え、
公⽴第２志望校についても出願できる機会を設けます。

⼊試期間
の短縮

現⾏の特別選抜（２⽉）と⼀般選抜（３⽉）を⼀本化し
て⾼校⼊試にかかる期間を短縮し、⾼校⼊学に向けた準
備期間の確保と中学校‧⾼校間の連携を充実します。

このリーフレットは、令和７年７⽉段階で決定したことを掲載しています。
昼夜間単位制については、今後、決定し公表します。

今後も⼊試制度について、⼤阪府教育委員会のウェブページに掲載していきます。
https://www.pref.osaka.lg.jp/o180040/kotogakko/gakuji-g3/senbatsukaizen.html

▲解説はこちら！
（動画へリンクします）



l ⼊試期間の短縮 ▶表紙‧１参照
l 「学校特⾊枠」の導⼊ ▶表紙‧２参照

l ⾃⼰申告書、調査書中の「活動/⾏動の記録」の廃⽌
これまで全員が提出していた⾃⼰申告書は廃⽌し、各⾼校が学校
特⾊枠に必要な選抜資料を設定します。
なお、⼀般選抜のエンパワメントスクール、定時制‧通信制の課
程や⼆次選抜等では、新たにエントリーシートを提出します。
調査書に記載する項⽬は各教科の評定のみとし、「活動/⾏動の
記録」は廃⽌します。

l 国語‧数学‧英語は、３種類から⾼校が選択 ▶２❷参照
Ａ問題は基礎的問題＋共通問題、Ｂ問題は標準的問題＋共通問
題、Ｃ問題は発展的問題＋共通問題で構成します。
第２志望校の判定では共通問題を使⽤します。 ▶４参照

l 英語資格の活⽤に係る読替え率の変更 ▶２参照

l エンパワメントスクールの受験教科の変更 ▶３参照

l 第２志望校への出願機会 ▶４参照

l 定時制の課程の選抜⽅法の変更 ▶５参照

総合点の算出

学⼒検査

調査書の評定

l 学校特⾊枠は、原則として募集⼈員の50％以下の⼈数で、学校‧学科等の特⾊に応じて各⾼校が設定します。
l 学⼒検査（１⽇め）に加え、⾯接やプレゼンテーション等、各⾼校が独⾃に設定した試験を受験します。
l 希望者のみが応募します。応募できる学校特⾊枠は１つです。学校特⾊枠のみの受験はありません。

区分 特に求める具体的な⽣徒像 重視する観点 募集学科 割合 選抜資料 選抜⽅法

（例）
学科等への適性

福祉コースを志望し、主体
的に学習に取り組み、学ん
だことを実践しようとする
⽣徒

福祉コースに関
する意欲‧関⼼ 普通 10％ 学⼒検査の

成績、作⽂

作⽂を実施する。学⼒検査の成績を
各20点満点、作⽂の評価を300点満
点として合計し、その点数の⾼い者
から順に特に求める具体的な⽣徒像
に合致する者を合格とする。

学校特⾊枠では、⾼校がアドミッション‧ポリシーを踏まえて「特に求める具体的な⽣徒像」を提⽰
し、求める⽣徒像に合致する⽣徒を優先的に合格とします。

国語 数学 英語※ 理科 社会 合計Ⓐ
90点 90点 90点 90点 90点 450点

※リスニングを含む。

原則として、５教科を受験します。国語‧数学‧英語は、それ
ぞれ３種類（Ａ問題/Ｂ問題/Ｃ問題）から⾼校が選択します。
英語の学⼒検査においては、外部検定のスコア等に応じた点数
保障があります。

中学校１年 中学校２年 中学校３年 合計Ⓑ
9教科×5段階×2倍 9教科×5段階×2倍 9教科×5段階×6倍 450点

学⼒検査等の成績と調査書の評定の合計を組み合わせて総合点
を算出します。学⼒検査の成績と調査書の評定には各⾼校が⼀
定の倍率をかけて合格者の決定に⽤います。

中学校における学習活動を幅広く評価するため、評定を次のと
おり活⽤します。

総合点は、学⼒検査の成績と
調査書の評定に各⾼校が選択
した倍率（タイプⅠ〜Ⅴ）を
かけて求め（900点満点）、合
格者の決定に⽤います。

タイプ 学⼒検査 a 調査書 b
Ⅰ 1.4 0.6
Ⅱ 1.2 0.8
Ⅲ 1.0 1.0
Ⅳ 0.8 1.2
Ⅴ 0.6 1.4

総合点 ＝ 学⼒検査の合計Ⓐ × a ＋ 調査書評定の合計Ⓑ × bアドミッション・ポリシーを踏まえて、
特にこんな生徒を求めています。

この観点を
重視して

第１手順で
優先的に合格とする生徒を決定します。

2 3

TOEFL iBT IELTS 英検※ 読替え率

60点〜120点 6.0〜9.0 準１級‧１級 90％

50点〜59点 5.5 （対応無し） 80％

40点〜49点 5.0 ２級 70％

英語資格の活⽤に係る読替え率（令和10年度選抜以降）

※実⽤英語技能検定

❶学校特⾊枠とは

❷総合点の算出

２⽉
海外から帰国した⽣徒の⼊学者選抜

⽇本語指導が必要な帰国⽣徒‧外国⼈⽣徒⼊学者選抜

知的障がい⽣徒⾃⽴⽀援コース⼊学者選抜

帰国⽣選抜

⽇本語指導が必要な⽣徒選抜

⾃⽴⽀援選抜

公⽴⾼校⼊試は、原則として、全ての⾼校が３⽉上旬に試験を実施します。
２⽉に実施する試験は、特定の学校で実施する⼊試です。９⽉には、⼀部の学校で、秋季⼊学者選抜を実施します。

知的障がい⽣徒⾃⽴⽀援コース補充⼊学者選抜
⾃⽴⽀援選抜で合格者数が募集⼈員に満たない学校において実施

３⽉
⼀般⼊学者選抜
全⽇制の課程 ▶２３４を参照 定時制の課程‧通信制の課程 ▶５を参照

⼆次⼊学者選抜
⼀般選抜で合格者数が募集⼈員に満たない学校‧学科等において実施 ▶５を参照

⼀般選抜

⼆次選抜

⾃⽴⽀援補充選抜

出願から合格者の決定までの主な流れ
出願にあたっては、学校特⾊枠❶に応募するかどうかを選択で
きます。複数学科を設置している⾼校へは第２志望学科まで出
願ができます。
第２志望校に出願する機会もあります（▶４を参照）。

⼀般選抜では、各⾼校が独⾃に定める「学校特⾊枠」による
「第１⼿順」と総合点による「第２⼿順」の２つの⼿順があ
ります。
まず第１⼿順による合格者を決定し、次に第１⼿順による合
格者を除いたすべての志願者を対象として、第２⼿順による
合格者を決定します。

エンパワメントスクール‧ステップスクールを除く。

合格者の決定⼿順

受験

合格者の判定❶

合格者の判定❷

出願

学⼒検査（１⽇め）

学校特⾊枠（２⽇め）

第１⼿順（学校特⾊枠）

第２⼿順

学校特⾊枠も応募 学校特⾊枠は応募せず

第１志望校による

合格

合格 不合格

第１⼿順

第２⼿順

第１⼿順で合格とならなかった者、
学校特⾊枠に応募しなかった者を対
象に、総合点順❷に募集⼈員を満た
すよう合格者を決定します。

第１⼿順

総
合
点
順 第２⼿順

⾼校が求める⽣徒像に
合致する⽣徒を

優先的に合格

学校または学科等で設定した学校特
⾊枠❶に応募した志願者のうち、各
⾼校の定める選抜資料及び⽅法に基
づき、合格者を決定します。

（全⽇制の課程）⼀般選抜

⼀般選抜（全⽇制の課程）では、学⼒検査
は全員が受験しなければいけませんか？

はい。⼀般選抜の志願者は全員学⼒検査を受
験します。第１⼿順で合格となっていない場
合や、第２志望校における合格者の決定に⽤
います。

⼀般選抜（全⽇制の課程）では、複数の学
科がある⾼校の合格者はどのように決定し
ますか？

まず、それぞれの学科において第１⼿順によ
る合格者を決定します。次に、総合点の⾼い
者から順に、合格者を決定します。

⼀般選抜（全⽇制の課程）の学校特⾊枠は
全員が受験しなければいけませんか？

いいえ。「学校特⾊枠」は、希望者が受験し
ます。各⾼校の「求める⽣徒像」をしっかり
と読んでチャレンジしてみたいと思う⼈は応
募してください。

新しい⼊試に向けて、特別な準備や勉強を
する必要がありますか？

⼊試は、皆さんが中学校⽣活でどのようなこ
とを学び、⾝につけてきたかを⾒るもので
す。これまでどおり、中学校での学習や様々
な活動に積極的に取り組むなど、充実した中
学校⽣活を送ってください。

どんなところが変わったの？

スクール‧ミッション ⼤阪府では、公⽴⾼校各校の存在意義や各校に期待される社会的役割、めざ
す学校像等をスクール‧ミッションとして定義しています。

スクール‧ポリシー 各⾼校では、スクール‧ミッションを踏まえ、各校の⼊学から卒業までの教
育活動の指針として、スクール‧ポリシー（３つの⽅針）を定めています。 アドミッション‧ポリシー

カリキュラム‧ポリシー

グラデュエーション‧ポリシー

うちの高校には、こんな生徒に来てほしいねん！

高校卒業までに、こんな力がつくように応援するで！

うちの高校では、こんな学びができるように考えてるで！

よくある質問！

選抜の種類と⽇程

⼤阪府の公⽴⾼校はこんな学校です！

※実技検査を実施する学科では、実技検査の点数を加えます。

出願は
オンライン
です

詳細は
府ウェブページ
をみてください

➡４ページ

©2014 ⼤阪府もずやん
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